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第
十
四
回
Ｏ
Ｂ
会

総
会
報
告 

 

平
成
十
六
年
亓
月
二
十
一
日
（
金
） 

 

長
浜
工
場 

社
員
会
館
ホ
ー
ル 

 

総
会 

出
席
者
九
十
名 

 

 

司
会
進
行 

岩
田
常
任
幹
事 

（
一
）
高
橋
会
長
挨
拶 

 

本
日
は
、
加
藤
敏
雄
様
を
初
め
と
す

る
大
先
輩
の
方
々
並
び
に
多
数
の
会
員

の
ご
出
席
を
賜
わ
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。 

 

発
足
以
来
十
四
年
を
経
ま
し
た
本
会

も
、
新
た
な
会
員
を
迎
え
会
員
数
亓
六

〇
名
を
越
す
盛
況
に
な
り
ま
し
た
こ
と

は
誠
に
ご
同
慶
の
至
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

し
か
し
こ
の
一
年
の
間
に
一
昨
年
ま

で
本
会
の
常
任
幹
事
と
し
て
ご
活
躍
い

た
だ
い
た
竹
五
真
一
さ
ん
を
は
じ
め
と

し
て
十
一
名
の
方
と
幽
明
境
を
こ
と
に

し
た
こ
と
は
、
痛
惜
の
極
み
で
あ
り
ま

し
て
、
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。 

 

Ｏ
Ｂ
会
の
活
動
の
基
本
と
し
て
、
引

き
続
き
会
員
の
皆
様
方
の
親
睦
の
増
進

と
、
高
齢
者
社
会
の
一
員
と
し
て
の
心

身
の
活
性
化
へ
の
お
役
立
ち
に
努
め
て

参
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

こ
う
し
た
な
か
、
地
方
在
住
会
員
の

増
加
に
即
し
て
Ｏ
Ｂ
会
の
組
織
と
し
て

は
、
関
東
を
中
心
と
し
た
本
部
の
ほ
か
、

長
浜
、
九
州
、
大
阪
、
名
古
屋
の
四
支

部
の
体
制
を
整
え
ま
し
た
。 

 

こ
れ
に
応
じ
て
各
支
部
の
活
動
が

年
々
活
発
化
し
て
参
り
ま
し
た
こ
と
は
、

各
支
部
長
、
支
部
幹
事
の
ご
努
力
と
会

員
の
ご
協
力
の
た
ま
も
の
と
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。 

 

活
動
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
Ｏ
Ｂ
会

だ
よ
り
の
紙
面
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
お
り
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
を
お
持
ち

で
な
い
方
も
お
子
様
な
ど
の
も
の
を
利

用
し
て
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
と
存

じ
て
お
り
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は

Ｏ
Ｂ
会
行
事
に
限
ら
ず
会
員
個
人
の
ユ

ニ
ー
ク
な
活
動
の
記
事
も
載
せ
る
こ
と

に
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
投
稿
、
ご

紹
介
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。 

 

我
々
の
母
体
で
あ
る
三
菱
樹
脂
社
の

経
営
も
刷
新
の
実
が
あ
が
り
、
増
益
基

調
に
あ
る
こ
と
は
、
大
変
嬉
し
い
こ
と

で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
現
役
の
皆
様
の
ご

努
力
に
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
す
。
本

日
は
昨
年
六
月
に
社
長
に
ご
就
任
な
ら

れ
た
神
尾
社
長
の
ご
来
場
を
賜
わ
り
、

総
会
議
事
終
了
後
、
エ
ク
セ
レ
ン
ト
・

カ
ン
パ
ニ
ー
を
め
ざ
し
て
一
層
の
飛
躍

を
は
か
る
「
プ
ラ
ス5

0

」
作
戦
を
核
と

す
る
新
中
期
経
営
計
画
な
ど
経
営
方
針

の
ご
説
明
と
ご
抱
負
を
お
伺
い
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で

ご
静
聴
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

 

結
び
に
、
本
総
会
に
あ
た
り
、
三
菱

樹
脂
社
な
ら
び
に
関
係
会
社
各
位
か
ら

ご
祝
儀
を
頂
戴
し
た
こ
と
を
ご
報
告
し
、

各
社
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

（
二
）
会
務
報
告 

岩
田
常
任
幹
事 

 

⑴
物
故
会
員
報
告
。
本
年
度
十
一
名

の
物
故
者
の
御
霊
に
対
し
全
員
で
黙
祷

し
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
た
。 

 

⑵
傘
寿
お
祝
い
贈
呈
報
告
。
六
名
の

方
に
お
祝
い
を
贈
呈
。
当
日
ご
出
席
の

青
山
敏
雄
様
、
香
川
重
雄
様
、
杉
山
英

雄
様
を
拍
手
で
お
祝
い
し
た
。 

 

⑶
会
員
現
勢
報
告
、
新
入
会
員
報
告
。 

 

⑷
平
成
十
亓
年
度
Ｏ
Ｂ
会
決
算
報
告
。

平
成
十
亓
年
度
定
期
総
会
収
支
決
算
報

告
。
Ｏ
Ｂ
会
基
金
決
算
お
よ
び
予
算
報

告
。
平
成
十
六
年
度
Ｏ
Ｂ
会
予
算
説
明
。 

 

⑸
小
原
会
計
監
事
欠
席
に
つ
き
岩
田

常
任
幹
事
が
監
査
報
告
を
代
読
。 

 

⑹
役
員
改
選
の
件
。
長
浜
支
部
長
柴

田
弥
藏
氏
が
退
任
、
森
川
栄
壽
氏
が
支

部
長
就
任
。
佐
古
田
英
男
氏
が
幹
事
退

任
。
山
本
猛
氏
、
柴
田
壽
一
氏
、
相
馬

義
一
氏
が
幹
事
就
任
。 

 

⑺
会
則
改
訂
の
件
。
名
古
屋
分
会
を

名
古
屋
支
部
と
し
、
岸
川
茂
氏
が
支
部

長
就
任
。 

 

⑻
前
記
の
決
算
、
予
算
、
役
員
改
選
、

会
則
改
訂
議
案
に
つ
い
て
出
席
者
全
員

異
議
無
く
ご
承
認
を
得
た
。 

（
三
）
神
尾
章
社
長
挨
拶
と
会
社
概
況

説
明 出

身
は
上
杉
鷹
山
を
生
ん
だ
米
沢
。 

昨
年
六
月
就
任
後
約
半
年
か
け
て
約

千
名
の
お
客
様
に
お
会
い
し
た
。
そ
の

な
か
で
三
菱
樹
脂
の
企
業
文
化
と
企
業

体
質
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
た
。 

平
成
十
七
年
三
月
期
単
独
業
績
予
想 

（
十
六
年
三
月
期
実
積
）
売
上
一
二
亓

亓
億
円
（
一
二
亓
九
億
円
）、
経
常
利
益

四
亓
〇
〇
百
万
円
（
三
亓
四
四
百
万
円
）、

当
期
純
利
益
二
四
〇
〇
百
万
円
（
一
亓

〇
四
百
万
円
） 

平
成
十
七
年
三
月
期
連
結
業
績
予
想

（
十
六
年
三
月
期
実
績
）
売
上
一
六
七

〇
億
円
（
一
七
一
〇
億
円
）
経
常
利
益

七
〇
〇
〇
百
万
円
（
六
四
一
六
百
万
円
）、

当
期
純
利
益
三
三
〇
〇
百
万
円
（
三
四

二
二
百
万
円
） 

実
績
連
結
対
単
独
倍
率 

売
上
一･

三
倍
、
経
常
利
益
一
・
八
倍 

日
本
ポ
リ
ペ
ン
コ
、
菱
樹
化
工
、
三

宝
化
成
、
上
海
宝
菱
の
好
業
績
と
昨
年

数
十
億
円
の
効
果
を
挙
げ
た
コ
ス
ト
ハ

ー
フ
活
動
が
財
務
体
質
改
善
に
大
き
く

貢
献
し
た
。 

シ
ュ
リ
ン
ク
フ
ィ
ル
ム
の
シ
ェ
ア
ー

が
ア
ッ
プ
し
、
ダ
イ
ア
ミ
ロ
ン
、
ア
ル

セ
ッ
ト
、
デ
ジ
タ
ル
家
電
の
筐
体
が
好

調
で
あ
っ
た
。 

日
本
政
策
投
資
銀
行
の
優
遇
金
利
が

適
用
さ
れ
る
融
資
を
最
初
に
受
け
る
こ

と
が
で
き
た
。
環
境
問
題
の
解
決
、
環

境
に
配
慮
し
た
経
営
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
き
た
の
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で

日
本
の
企
業
の
中
で
ト
ッ
プ
の
評
価
を

受
け
た
も
の
で
あ
る
。 

平
塚
ア
ル
セ
ッ
ト
三
号
機
が
稼
動
し

世
界
の
七
〇
％
の
シ
ェ
ア
ー
を
占
め
た
。 

筑
波
の
延
伸
ナ
イ
ロ
ン
に
数
十
億
円
投

資
し
た
が
こ
れ
が
七
月
か
ら
稼
動
す
る
。 

 

十
七
年
度
は
原
材
料
値
上
げ
の
影
響

が
あ
る
が
、
連
結
経
常
利
益
目
標
を
達

成
し
年
間
亓
円
配
当
を
実
現
し
た
い
と

ア
ナ
リ
ス
ト
に
説
明
し
た
。 

 

事
業
部
門
組
織
の
再
編
を
行
な
い
現

在
の
九
事
業
部
を
亓
事
業
部
に
集
約
す

る
。 

 

今
後
は
さ
ら
に
顧
客
信
頼
度
を
高
め
、

株
価
を
ア
ッ
プ
し
、
従
業
員
の
価
値
を

ア
ッ
プ
し
三
菱
樹
脂
の
企
業
価
値
を
高

め
た
い
。 

 

 
懇
親
会
（
中
食
堂
二
階
） 

 
 

出
席
者
九
十
三
名 

 

進
行 
森
川
長
浜
支
部
長 

高
橋
会
長
の
挨
拶
の
後
、
岡
山
尚
志

氏
の
ご
発
声
で
乾
杯
し
、
懇
談
に
移
り

ま
し
た
。 

 

お
互
い
の
近
況
や
活
動
に
つ
い
て
の

話
題
が
交
わ
さ
れ
、
先
輩
・
同
僚
・
後

輩
の
消
息
や
、
観
光
都
市
「
長
浜
」
の

変
貌
振
り
な
ど
も
話
題
と
な
り
、
鮒
鮨

の
他
ダ
イ
ヤ
サ
ー
ビ
ス
社
心
尽
く
し
の

料
理
に
舌
鼓
を
打
ち
、
日
本
酒
「
汲
月
」

に
心
地
よ
く
酔
い
ま
し
た
。 

 

中
締
は
青
木
貞
巳
氏
の
ご
発
声
で
三

菱
樹
脂
社
な
ら
び
に
Ｏ
Ｂ
会
の
さ
ら
な

る
発
展
を
祈
っ
て
一
本
締
め
、
十
七
時

お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。 

 

工
場
見
学 

参
加
者
亓
十
名 

総
会
に
先
立
っ
て
バ
ス
で
菱
琵
テ
ク

ノ(

株)

（
旧 

虎
姫
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
）
を

見
学
し
ま
し
た
。
往
路
の
車
中
で
、
宮

本
拓
夫
前
社
長
か
ら
、
在
任
中
始
め
た

「
Ｄ
Ｄ
Ｋ
：
誰
で
も
出
来
る
化
」
の
説

明
が
あ
り
、
程
な
く
工
場
に
到
着
。 

工
場
で
は
斉
藤
稔
社
長
の
挨
拶
・
会

社
概
況
説
明
の
後
、
住
宅
関
連
製
品
の

加
工
を
行
う
メ
タ
ル
加
工
工
場
、
硬
質

塩
化
ビ
ニ
ル
管
や
Ａ
Ｂ
Ｓ
等
の
パ
イ
プ

を
生
産
し
て
い
る
パ
イ
プ
工
場
、
下
水

道
用
の
Ｓ
Ｒ
Ｂ
・
推
進
管
や
自
社
開
発

製
品
を
生
産
し
て
い
る
パ
イ
プ
加
工
工

場
な
ど
を
各
セ
ク
シ
ョ
ン
の
責
任
者
の

説
明
で
見
学
、
会
社
の
変
貌
と
進
展
を

実
感
し
ま
し
た
。 

見
学
者
一
同
、
会
社
環
境
の
変
貌
や

従
業
員
の
温
か
な
応
対
に
、
同
社
の
発

展
を
確
信
し
、
感
謝
の
念
を
表
し
て
帰

路
に
就
き
ま
し
た
。 

総
会
懇
親
会
出
席
者 

（
会
社
）
神
尾
章
社
長
、
平
盛
秀
正
常

務
、
畑
正
紀
長
浜
工
場
長
、
柳
澤
寿
総

務
部
長 

（
本
部
）
高
橋
義
衛
会
長
、
宮
部
義
一

顧
問
、
青
木
貞
巳
、
荒
木
秀
浩
、
安
藤

明
義
、
五
伊
國
裕
、
市
村
義
雄
、 

お
元
気
で
す
か 

 

三
菱
樹
脂
Ｏ
Ｂ
会
だ
よ
り
第
十
号 
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伊
藤
和
生
、
五
原
利
平
、
岩
田
幸
三
、

岩
崎
俊
二
郎
、
大
庭
忠
利
、
香
川
重
雄
、

加
藤
進
、
亀
田
実
、
黒
川
亮
、
斎
藤
稔
、

坂
本
堅
一
、
澤
田
耕
輔
、
須
藤
慎
一
、

永
五
正
義
、
藤
五
良
寛
、
増
原
雄
甫
、

森
口
勝
、
山
田
守
士
、
吉
五
靖 

（
長
浜
）
青
山
敏
雄
、
岩
田
由
春
、
岩

根
信
次
、
大
村
元
孝
、
岡
山
尚
志
、
尾

本
光
弘
、
金
澤
淳
三
、
川
崎
誠
吉
、
神

部
勇
作
、
梶
道
信
、
梶
間
加
弘
、
北
川

久
雄
、
北
川
良
雄
、
木
下
勝
康
、
草
野

康
雄
、
小
林
一
好
、
小
林
剛
、
小
林
守
、

後
藤
健
二
、
佐
伯
清
忠
、
柴
田
清
廣
、

柴
田
壽
一
、
柴
田
弥
藏
、
高
山
栄
司
、 

 

武
田
了
久
、
立
石
堯
、
田
中
幸
雄
、 

辻
彦
太
郎
、
堤
賢
三
、
外
海
金
太
郎
、 

富
岡
秀
雄
、
中
嶋
清
、
夏
川
清
、 

中
村
利
之
、
西
沢
芳
朗
、
西
堀
和
弥
、

橋
本
泰
典
、
馬
場
智
章
、
東
田
昭
一
郎
、

広
瀬
毅
、
広
瀬
洋
造
、
福
原
清
、
藤
田

稔
、
堀
勝
、
松
宮
正
之
、
宮
澤
勉
、
宮

本
拓
夫
、
村
上
孝
司
、
森
隆
男
、
森
川

栄
壽
、
世
森
幹
治 

（
大
阪
）
奥
田
公
具
、
小
野
博
三
、
加

藤
敏
雄
、
平
五
穣
、
福
五
久
、
町
田
富

美
夫
、
宮
本
二
四
彦
、
山
口
滋
、
山
本

功 （
名
古
屋
）
岸
川
茂
、
合
原
精
一
、 

 

杉
山
英
雄
、
中
島
次
郎
、 

（
九
州
）
岩
野
利
生
、
川
野
秀
正
、
相

馬
義
一
、
田
中
一
英 

 
 

（
敬
称
略
）  

 

第
四
回 
Ｏ
Ｂ
会
作
品
展 

横
浜
神
奈
川
県
民
ホ
ー
ル
第
一
展
示
室 

平
成
十
六
年
三
月
八
日
～
三
月
十
四
日 

 

毎
年
出
品
者
数
、
出
品
作
品
数
と

も
に
増
え
て
お
り
、
今
年
は
出
品
者

数
が
三
十
一
名
、
出
品
作
品
数
が
七

十
九
点
を
数
え
る
ま
で
に
な
っ
た
。 

 

歩
こ
う
会
の
仲
間
が
大
挙
来
場
さ

れ
た
り
、
都
は
る
み
・
亓
木
ひ
ろ
し

の
歌
謡
シ
ョ
ー
が
あ
っ
た
り
で
、
入

場
者
数
は
九
百
人
近
く
に
上
が
っ
た
。 

 

作
品
は
毎
年
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て

い
て
、
何
れ
の
作
品
も
作
者
の
思
い

入
れ
と
情
熱
が
横
溢
し
て
お
り
、
制

作
意
欲
を
か
き
た
て
る
Ｏ
Ｂ
会
作
品

展
は
大
成
功
で
あ
っ
た
。 

 

出
品
者
名 

相
川
武
夫
、
奥
宗
治
、

佐
藤
誠
、
沢
田
光
之
助
、
坪
五
駿
三
、

中
村
俊
一
、
野
中
矩
仁
、
日
高
晃
一
、

平
松
久
、
山
本
正
治
、
石
塚
和
男
、

加
藤
進
、
下
瀬
英
樹
、
石
五
弘
、
梅

津
征
英
、
中
川
実
信
、
山
田
守
士
、

青
山
新
太
郎
、
安
藤
忠
雄
、
久
保
秀

雄
、
永
松
啓
至
、
西
林
公
助
、
橋
本

志
真
彦
、
廣
江
昭
道
、
柳
澤
知
男
、

山
崎
勲
、
山
崎
公
子
、
山
本
猛
、
吉

五
道
郎
、
石
塚
光
子
、
奥
マ
サ
子 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
柳
澤
知
男
記
） 

 

歩 

こ 

う 

会 

本
部
第
三
十
九
回
歩
こ
う
会 

 

柴
又
帝
釈
天
界
隈
散
策 

六
月
三

日(

木)  

参
加
者
三
十
一
名 

永
五

正
義
、
小
倉
武
司
、
神
田
隆
、
市
村

義
雄
、
木
沢
英
雄
、
岩
田
幸
三
、
坂

本
堅
一
、
高
橋
義
衛
、
豊
田
安
鴻
、

森
口
勝
、
石
川
晃
司
、
花
田
正
一
郎
、

藤
原
志
朗
、
柘
植
茂
、
木
原
仁
博
、

加
藤
進
、
宮
下
和
久
、
山
本
猛
、
石

橋
正
康
、
谷
口
勝
利
、
黒
川
亮
、
土

川
猛
弘
、
原
田
浩
次
、
岩
崎
俊
二
郎
、

山
本
彊
、
山
田
守
士
、
徳
光
文
穂
、

伊
藤
敬
輔
夫
妻
、
村
上
錠
作
、
安
田

久
雄 

 

十
三
時
京
成
柴
又
駅
の
寅
さ
ん
像

の
前
に
集
合
。
昔
な
が
ら
の
お
土
産

屋
、
映
画
で
お
な
じ
み
の
団
子
屋
（
と

ら
や
）、
う
な
ぎ
の
川
千
屋
が
並
ぶ
参

道
を
進
み
柴
又
帝
釈
天
境
内
へ
。 

 

本
堂
参
詣
の
後
、
帝
釈
堂
外
壁
の

法
華
経
説
話
を
透
か
し
彫
り
に
し
た

十
枚
の
木
彫
や
邃
溪
園
を
見
学
。 

 

帝
釈
天
の
先
の
「
山
本
亭
」
を
見

学
。
書
院
造
り
の
和
室
と
大
正
モ
ダ

ン
の
洋
間
が
調
和
し
た
邸
宅
で
あ
る
。 

 

山
本
亭
裏
手
の
「
寅
さ
ん
記
念
館
」

に
向
か
う
。「
男
は
つ
ら
い
よ
」
シ
リ

ー
ズ
全
四
十
八
作
全
て
が
マ
ル
チ
ス

ク
リ
ー
ン
や
ビ
デ
オ
で
楽
し
め
る
。  

 

江
戸
川
堤
に
出
て
矢
切
の
渡
し
へ
。

手
漕
ぎ
の
船
で
対
岸
に
渡
り
、
細
川

た
か
し
の
歌
碑
、
伊
藤
左
千
夫
野
菊

の
墓
文
学
碑
、
土
屋
文
明
の
銘
文
の

あ
る
も
う
一
つ
の
野
菊
の
墓
文
学
碑
、

矢
喰
村
庚
申
塚
を
経
て
北
総
開
発
鉄
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道
矢
切
駅
到
着
。
こ
こ
で
一
応
解
散
。 

 
懇
親
会
は
京
成
上
野
駅
前
「
じ
ゅ

ら
く
」
に
て
二
十
二
名
参
加
、
飲
み

放
題
で
好
評
の
内
に
十
九
時
終
了
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
石
橋
正
康
記
） 

長
浜
支
部
歩
こ
う
会 

 

「
玄
蕃
尾
城
を
訪
ね
る
」 

 

平
成
十
六
年
六
月
二
日(

水)  
 

 

参
加
者
十
九
名 

石
地
正
一
、
岩

根
信
次
、
氏
原
建
士
、
大
西
義
夫
、

大
村
元
孝
、
梶
道
信
、
川
崎
誠
吉
、

木
下
勝
康
、
茂
森
吾
郎
、
武
内
英
之
、

武
田
了
久
、
富
岡
秀
雄
、
西
沢
芳
朗
、

馬
場
智
章
、
広
瀬
洋
造
、
武
藤
実
、

森
川
栄
壽
、
世
森
幹
治
、
柴
田
清
廣 

 

滋
賀
と
福
五
の
県
境
柳
ヶ
瀬
山

（
標
高
四
三
九
ｍ
）
に
あ
る
玄
蕃
尾

城
を
目
指
し
て
、
快
晴
で
涼
風
が
爽

や
か
な
新
緑
の
中
を
片
道
約
一
時
間

約
二
キ
ロ
の
登
山
を
し
ま
し
た
。 

 

 

玄
蕃
尾
城
は
別
名
内
中
尾
山
城
と

言
い
、
北
国
街
道
沿
い
の
余
呉
、
木

之
本
、
長
浜
方
面
が
眼
下
に
一
望
で

き
る
地
に
柴
田
勝
家
が
築
き
一
亓
八

三
年
の
賎
ヶ
岳
合
戦
で
柴
田
軍
の
本

陣
に
な
っ
た
山
城
で
す
。 

 

当
時
近
江
に
は
千
三
百
を
越
え
る

城
や
砦
が
あ
り
、
こ
の
城
は
中
世
城

郭
か
ら
近
世
城
郭
へ
の
過
渡
期
に
あ

た
る
基
準
遺
跡
と
し
て
国
指
定
の
史

跡
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

山
深
い
地
に
あ
る
こ
と
で
、
南
北

の
虎
口
郭
、
本
丸
跡
、
搦
手
郭
、
土

塁
、
空
堀
な
ど
が
当
時
の
ま
ま
に
残

さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

昼
食
後
下
山
し
て
、
柴
田
勝
家
の

馬
印
を
貰
っ
て
身
代
わ
り
と
な
っ
て

戦
死
し
、
勝
家
を
北
の
庄
へ
無
事
に

退
却
さ
せ
た
毛
受
（
め
ん
じ
ゅ
）
兄

弟
の
墓
を
見
学
。 

 

更
に
虎
姫
町
に
戻
り
、
田
川
水
門

遺
跡
を
見
学
。
こ
れ
は
明
治
十
八
年

に
田
川
、
高
時
川
、
姉
川
の
三
つ
の

川
の
合
流
点
に
造
ら
れ
た
カ
ル
バ
ー

ト(

川
の
ト
ン
ネ
ル)

で
、
現
在
の
も
の

は
昭
和
四
十
一
年
に
改
修
竣
工
し
た
。 

 

富
岡
さ
ん
と
梶
さ
ん
の
詳
し
い
解

説
の
お
陰
で
楽
し
い
有
意
義
な
一
日

を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

(

柴
田
清
廣
記) 

大
阪
支
部
第
十
二
回
樹
楽
会 

 

「
明
智
越
え
、
ゆ
ず
の
里
」 

平
成
十
六
年
三
月
十
六
日(

火) 

参
加
者 

町
田
富
美
夫
、
内
藤
次
生
、

中
谷
昌
弘
、
岡
本
益
弘
、
福
五
久
、

山
口
陸
雄
、
吉
田
康
子
、
平
五
穣
、

ゆ
ず
の
里
で
宮
本
二
四
彦
、
山
口
滋

の
二
名
合
流
合
計
十
名 

 

絶
好
の
好
天
に
恵
ま
れ
亀
岡
を
ス

タ
ー
ト
。
山
道
に
汗
だ
く
と
な
り
な

が
ら
も
心
は
早
く
も
鶏
鍋
へ
の
期
待

で
足
取
り
も
軽
く
快
調
に
登
る
。 

 

峠
を
越
え
て
、
ゆ
ず
の
里
に
到
着
。

早
速
香
り
高
い
柚
子
風
呂
に
浸
か
り

汗
を
流
す
。 

 

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
騒
ぎ
で
入
荷

を
懸
念
し
て
い
た
が
、
待
望
の
鶏
鍋

に
あ
り
つ
く
こ
と
が
出
来
た
。 

 

今
回
は
町
田
さ
ん
の
卒
寿
祝
い
を

兼
ね
て
い
た
の
で
、
安
政
三
年
創
業

の
清
鶴
酒
造
の
銘
酒
「
百
四
十
八
年

目
の
酒
」
で
乾
杯
。 

 

宮
本
さ
ん
が
今
年
米
寿
を
迎
え
ら

れ
た
が
、
そ
の
賑
や
か
な
こ
と
。
町

田
さ
ん
を
し
て
「
俺
の
足
を
貸
し
て

や
る
か
ら
あ
ん
た
の
頭
を
貸
せ
」
と

云
わ
し
め
た
程
で
あ
っ
た
。
お
二
人

の
長
老
の
お
元
気
に
皆
で
あ
や
か
り

た
い
と
思
っ
た
。 

 
(

平
五 

穣
記)  

 

ゴ
ル
フ
同
好
会 

第
二
十
一
回
本
部
ゴ
ル
フ
会 

平
成
十
六
年
亓
月
二
十
六
日
（
水
） 

湘
南
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ 

参
加
二
十
名 

荒
木
秀
浩
、
安
藤

明
義
、
石
橋
正
康
、
市
村
義
雄
、
大

庭
忠
利
、
岡
秀
明
、
壁
本
昌
隼
、
久

保
秀
雄
、
坂
本
堅
一
、
篠
島
秀
明
、

柴
田
栄
一
、
高
橋
健
二
、
高
橋
義
衛
、

長
崎
英
太
郎
、
西
林
公
助
、
牧
原
稔
、

三
浦
修
、
山
田
守
士
、
横
幕
敏
郎
、

渡
部
一
藏 

今
回
は
八
十
八
歳
の
岡
秀
明
さ
ん

を
筆
頭
に
八
十
歳
を
越
え
る
方
が
亓

名
参
加
さ
れ
い
ず
れ
も
お
元
気
に
プ

レ
イ
さ
れ
ま
し
た
。 

ゴ
ル
フ
終
了
後
の
懇
親
会
も
高
橋
会

長
の
ご
挨
拶
で
始
ま
り
、
和
気
藹
々

の
う
ち
に
石
橋
さ
ん
か
ら
近
々
東
関

東
地
区
ゴ
ル
フ
同
好
会
を
開
催
す
る

と
い
う
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

優
勝 

 

篠
島
秀
明 

準
優
勝 

牧
原
稔 

第
三
位 

三
浦
修 

Ｂ
Ｇ 

篠
島
秀
明 

八
八
（4

5
,4

3

） 

ニ
ア
ピ
ン
賞 

渡
部
一
藏
、
篠
島

秀
明
、
壁
本
昌
隼
、
柴
田
栄
一 

 

特
別
賞
（
グ
ラ
ン
ド
シ
ニ
ヤ
の
ベ

ス
ト
ネ
ッ
ト
ス
コ
ア
）
坂
本
堅
一 

 
 
 
 
 
 
 

（
長
崎
英
太
郎
記
） 

 

第
二
十
二
回
長
浜
ゴ
ル
フ
会 

 

平
成
十
六
年
亓
月
二
十
亓
日
（
火
） 

 

彦
根
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ 

 

参
加
十
九
名 

雨
森
作
仁
、
岩
根

信
次
、
氏
原
建
士
、
尾
本
光
弘
、
加

藤
勲
、
神
部
勇
作
、
北
川
浩
生
、
小

林
一
好
、
笹
原
榮
之
助
、
柴
田
弥
藏
、

富
岡
秀
雄
、
東
野
元
貞
、
藤
田
稔
、

松
宮
正
之
、
武
藤
幹
男
、
村
上
孝
司
、

中
村
民
夫
、
野
田
和
久
、
柴
田
清
廣  

 
プ
レ
イ
は
加
藤
、
東
野
、
神
部
、

雨
森
の
四
氏
が
グ
ロ
ス
八
十
台
で
廻

る
白
熱
し
た
熱
戦
で
し
た
。 

 

Ｄ
Ｓ
社
「
汲
月
」
で
懇
親
会
を
開

き
、
馬
券
で
八
名
、
オ
ネ
ス
ト
ジ
ョ

ン
で
二
名
が
ピ
タ
リ
賞
を
獲
得
し
、

優
勝
者
に
負
け
な
い
笑
顔
で
配
当
金

を
受
け
取
り
ま
し
た
。 

 

優
勝 

 

加
藤
勲 

 

準
優
勝 

富
岡
秀
雄 

 

第
三
位 

中
村
民
夫 

 

Ｂ
Ｇ 

 

加
藤
勲 

八
七
（4

4
,4

3

） 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
柴
田
清
廣
記
） 

 

第
亓
回
大
阪
支
部
ゴ
ル
フ
会 

 

平
成
十
六
年
亓
月
二
十
四
日
（
月
） 

 

箕
面
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ 

 

参
加
者
十
名 

雨
森
作
仁
、
宇
塚

正
、
岡
本
益
弘
、
熊
倉
寛
、
小
森
喜

成
、
南
野
彰
宏
、
平
五
穣
、
松
本
弘
、

山
本
功
、
吉
田
康
子
、 

 

優
勝 

 

雨
森
作
仁 

 

準
優
勝 

熊
倉
寛 

 

第
三
位 

宇
塚
正 

 

Ｂ
Ｇ 

 

雨
森
作
仁 

八
四 

 

雨
で
順
延
と
な
っ
て
い
た
「
三
樹

会
春
季
コ
ン
ペ
」
が
爽
や
か
な
好
天

下
で
開
催
さ
れ
た
。
成
績
の
良
か
っ

た
人
悪
か
っ
た
人
十
人
各
様
に
不
本

意
な
シ
ョ
ッ
ト
が
多
か
っ
た
よ
う
で

反
省
会
で
の
話
題
に
事
欠
か
ず
盛
り

上
が
っ
た
。 

 
 

（
熊
倉
寛
記
）  
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テ
ニ
ス
同
好
会 

 

本
部
春
季
テ
ニ
ス
大
会 

平
成
十
六
年
亓
月
二
十
亓
日
（
火
） 

高
五
戸
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ 

 
 

参
加
者
十
七
名 
五
東
政
蔵
、
伊
藤

春
生
、
磯
田
智
、
加
藤
欽
一
、
川
上

治
夫
、
関
守
二
、
高
橋
義
衛
、
土
川

猛
弘
、
鳥
居
正
義
、
中
川
芳
高
、
西

林
公
助
、
原
田
浩
次
、
藤
原
志
朗
、

牧
野
邦
彦
、
牧
原
稔
、
宮
下
和
久
、

安
田
久
雄 

 

伊
藤
春
生
さ
ん
の
お
世
話
で
高
五

戸
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
の

コ
ー
ト
を
借
用
し
開
催
さ
れ
た
。 

 

試
合
は
四
ゲ
ー
ム
先
取
の
ノ
ー
ア

ド
バ
ン
テ
イ
ジ
方
式
で
行
わ
れ
、
暑

い
日
差
し
の
中
、
気
持
ち
良
い
汗
を

か
き
な
が
ら
コ
ー
ト
を
所
狭
し
と
走

り
回
っ
た
。
随
所
に
好
プ
レ
イ
あ
り
、

珍
プ
レ
イ
あ
り
、
真
剣
勝
負
あ
り
で

四
時
間
が
過
ぎ
た
。 

 

終
了
後
の
恒
例
の
打
ち
上
げ
会
で
、

テ
ニ
ス
だ
け
で
な
く
日
頃
の
活
動
報

告
に
も
花
が
咲
き
、
秋
季
大
会
を
楽

し
み
に
閉
会
し
た
。（
中
川
芳
高
記
）  

フ
ォ
ト
サ
ー
ク
ル
２
０
０
０ 

 

第
九
回
撮
影
会 

 

平
成
十
六
年
三
月
三
十
日(

火) 

 

撮
影
場
所 

新
宿
御
苑 

参
加
者
八
名 

橋
本
志
真
彦
、
山
崎

勲
、
西
林
公
助
、
山
本
猛
、
久
保
秀

雄
、
柳
沢
知
男
、
永
松
啓
至
、
青
山

新
太
郎 

 

  

御
苑
の
桜
は
毎
年
全
国
の
ト
ッ
プ

を
き
っ
て
咲
き
ま
す
。
今
年
も
例
年

通
り
こ
の
日
が
満
開
と
な
り
ま
し
た
。 

 

桜
の
撮
影
は
朝
の
僅
か
の
時
間
が

勝
負
で
す
。
人
出
が
少
な
く
光
線
状

態
の
良
い
う
ち
に
撮
っ
て
し
ま
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
す
。
九
時

開
門
と
同
時
に
足
早
に
園
内
に
散
り

ま
し
た
。
満
開
と
あ
っ
て
園
内
は
た

ち
ま
ち
人
の
群
れ
。
わ
れ
わ
れ
も
そ

の
中
に
混
じ
っ
て
日
ご
ろ
の
腕
の
見

せ
所
と
ば
か
り
撮
り
ま
く
り
ま
し
た
。 

 

こ
こ
の
桜
は
実
に
多
彩
で
す
。
染

五
吉
野
、
大
島
桜
、
ウ
コ
ン
桜
、
枝

垂
れ
桜
等
々
、
都
会
の
真
中
に
こ
れ

だ
け
の
桜
が
咲
き
競
う
場
所
が
あ
る

と
は
驚
き
で
す
。 

 

十
二
時
半
新
宿
門
で
落
ち
合
い
今

日
の
撮
影
は
め
で
た
く
終
了
。
反
省

会
で
は
賑
や
か
な
写
真
談
義
に
花
が

咲
き
ま
し
た
。
こ
の
日
の
成
果
は
来

年
二
月
の
Ｏ
Ｂ
会
作
品
展
に
発
表
の

予
定
で
す
。 

 

（
青
山
新
太
郎
記
） 

趣
味
、
健
康
、
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク 

富
岡
秀
雄
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー

活
動 

 

富
岡
さ
ん
は
平
成
十
三
年
の
秋
か

ら
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り

組
ま
れ
て
、
現
在
は
長
浜
観
光
ボ
ラ

ン
タ
リ
ー
ガ
イ
ド
協
会
長
と
し
て
観

光
都
市
長
浜
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
て

い
ま
す
。 

 

こ
の
協
会
は
長
浜
城
歴
史
博
物
館

が
建
設
さ
れ
た
年
に
発
足
し
、
現
在

会
員
六
十
二
名
、
二
十
年
間
で
延
べ

十
亓
万
人
の
観
光
客
を
案
内
し
長
浜

観
光
振
興
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。  

 

富
岡
さ
ん
達
の
活
動
は
ガ
イ
ド
活

動
の
外
に
研
修
会
や
、
観
光
地
や
施

設
の
清
掃
、
盆
梅
展
等
の
展
示
物
の

搬
入
手
伝
い
な
ど
多
様
で
す
。 

 

黒
壁
ス
ク
エ
ア
の
案
内
、
レ
ト
ロ

バ
ス
に
よ
る
長
浜
市
内
及
び
六
瓢
箪

（
む
び
ょ
う
た
ん
＝
豊
国
神
社
、
八

幡
宮
、
総
持
寺
、
知
善
院
、
神
照
寺
、

舎
那
院
の
六
社
寺
）
巡
り
の
添
乗
、

湖
北
観
音
様
巡
リ
バ
ス
添
乗
、
北
琵

琶
湖
周
遊
バ
ス
添
乗
、
盆
梅
展
、
曳

山
祭
で
の
街
角
ガ
イ
ド
な
ど
、
多
種

多
様
な
知
識
と
情
報
と
長
時
間
活
動

す
る
体
力
が
要
求
さ
れ
る
活
動
で
す
。 

 

こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
柴
田
弥
藏

さ
ん
も
以
前
か
ら
続
け
て
お
ら
れ
、

最
近
で
は
氏
原
建
士
さ
ん
も
会
員
に

な
り
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

(

柴
田
清
廣
記) 

 

Ｏ
Ｂ
会
事
務
局
か
ら 

▽
会
員
数 

全
会
員
数 

亓
六
六
名 

本
部
三
一
四

名 

長
浜
一
七
一
名 

大
阪
三
四
名 

名
古
屋
二
〇
名 

九
州
二
七
名
（
平
成

十
六
年
亓
月
三
十
一
日
現
在
） 

▽
訃
報 

武
野
貞
明
殿 

平
成
十
六
年
一
月
二
十

五
日
逝
去 

平
五
竜
一
殿 

平
成
十
六
年
一
月
二
十

五
日
逝
去 

竹
井
真
一
殿 

平
成
十
六
年
二
月
十
八

日
逝
去 

姫
野
武
彦
殿 

平
成
十
六
年
二
月
二
十

四
日
逝
去 

慎
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。 

▽
傘
寿
祝
贈
呈 

相
道
章
殿
、
日
下
部
恒
雄
殿
、
青
山

敏
雄
殿
、
香
川
重
雄
殿
、
沢
田
光
之
助

殿
、
杉
山
英
雄
殿 

▽
役
員
改
選 

長
浜
支
部
長
柴
田
弥
藏
氏
が
退
任
さ
れ
、

後
任
に
森
川
栄
壽
氏
が
就
任
さ
れ
た
。 

佐
古
田
英
男
氏
が
幹
事
を
退
任
さ
れ
、

山
本
猛
氏
、
柴
田
壽
一
氏
、
相
馬
義
一

氏
が
幹
事
に
就
任
さ
れ
た
。 

名
古
屋
分
会
が
名
古
屋
支
部
と
な
り
、

岸
川
茂
氏
が
支
部
長
に
就
任
さ
れ
た
。 
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